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曲
掴
形

㊨
山
形
支
部

◎
会
長
。
事
務
局
長
会
議
開
催

平
成
2
6
年
1
2
月
1
6
日
N
T
T
・
O
B
サ
ロ
ン
に
於

い
て
、
各
地
区
会
長
及
び
事
務
局
長
2
2
名
の
も
と
、

2
6
年
度
各
地
区
電
友
会
の
活
動
状
況
な
ど
の
報
告
と

今
後
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
協
議
し
ま
し
た
。

主
な
協
議
内
容
等
は
次
の
通
り
で
す
。

1
、
各
地
区
会
員
数
の
推
移
状
況
に
つ
い
て

山
形
霞
城
ク
ラ
ブ
（
マ
イ
ナ
ス
8
名
）
と
大
き
く

減
ら
し
ま
し
た
が
、
さ
く
ら
ん
ぼ
　
（
プ
ラ
ス
6
名
）
、

村
山
ク
ラ
ブ
（
プ
ラ
ス
1
0
名
）
、
上
山
（
プ
ラ
ス
2
名
）

と
会
員
増
に
取
組
み
山
形
支
部
ト
ー
タ
ル
と
し
て
5

名
の
増
員
と
な
っ
た
事
。

2
、
各
地
区
サ
ー
ク
ル
活
動
と
県
内
外
サ
ー
ク
ル
と

の
交
流
状
況

支
部
2
9
サ
ー
ク
ル
の
会
員
数
は
6
9
7
名
で
複
数

の
重
複
加
入
も
あ
り
ま
す
が
約
7
割
の
加
入
率
と

な
っ
て
お
り
、
N
T
T
グ
ル
ー
プ
企
業
様
の
助
成
支

援
に
よ
り
「
会
員
の
生
き
が
い
」
「
会
員
の
鮮
」
が

保
た
れ
深
め
ら
れ
て
い
る
事
。

3
、
各
地
区
の
「
N
T
T
と
N
T
T
の
先
輩
の
皆
様

と
の
交
流
会
」
　
の
実
施
状
況
に
つ
い
て

N
T
T
様
ご
支
援
に
よ
り
山
形
地
区
（
1
8
1

名
）
、
庄
内
地
区
（
7
7
名
）
、
置
賜
地
区
（
4
6
名
）
　
の

多
く
の
O
B
会
員
が
出
席
、
現
職
と
の
意
見
交
換
等

有
意
義
な
交
流
会
が
図
ら
れ
た
事
。

4
、
各
地
区
の
文
化
講
演
会
の
開
催
状
況

各
地
区
と
も
N
T
T
東
日
本
の
事
業
動
向
の
講
話

の
あ
と
、
「
地
域
の
話
題
・
歴
史
」
等
講
演
テ
ー
マ

で
開
催
、
会
員
の
参
加
者
も
2
2
0
名
を
超
え
る
盛

況
で
開
催
。

5
、
第
1
7
回
支
部
主
催
交
流
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大

会
の
実
施

1
0
月
7
日
台
風
一
過
晴
天
に
恵
ま
れ
、
今
年
も
村

山
竜
神
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
3
コ
ー
ス
に
8
地
区
8
1

名
参
加
で
開
催
、
団
体
優
勝
酒
田
、
準
優
勝
さ
く
ら

ん
ぼ
、
男
女
個
人
優
勝
、
準
優
勝
者
へ
ト
ロ
フ
ィ
ー

等
授
与
、
元
気
に
交
流
。

6
、
各
地
区
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
状
況
に
つ
い
て

①
山
形
「
蔵
王
ク
リ
ー
ン
作
戦
」
、
酒
田
「
酒
田

北
港
」
、
置
賜
「
松
川
ク
リ
ー
ン
作
戦
」
に
現
職
の

仲
間
と
一
緒
に
行
動

②
第
2
4
回
電
友
会
中
央
本
部
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

費
に
、
霞
城
ク
ラ
ブ
の
山
口
辰
男
さ
ん
が
「
山
形
県

立
博
物
館
・
山
形
旧
跡
へ
訪
れ
る
方
へ
の
ガ
イ
ド
案

内
貞
」
と
し
て
受
賞

③
写
真
サ
ー
ク
ル
は
福
祉
施
設
の
玄
関
、
廊
下
等

へ
四
季
折
々
の
写
真
を
掲
出
、
入
所
者
を
和
ま
せ
て

い
る
活
動

④
囲
碁
サ
ー
ク
ル
は
福
祉
施
設
利
用
者
と
毎
週
、

囲
碁
の
相
手
を
務
め
て
い
る
活
動

⑤
N
T
T
委
嘱
「
光
親
善
大
便
」
、
「
光
商
品
取
次
」
、

「
花
笠
祭
り
着
付
け
」
、
「
廃
食
用
油
エ
コ
活
動
」
、
な

ど
以
上
の
内
容
を
話
し
合
い
、
今
後
も
継
続
し
て
取

り
組
む
こ
と
と
し
ま
し
た
。

◎
N
T
T
と
の
定
期
連
絡
協
議
会
の
開
催

会
長
・
事
務
局
長
会
議
終
了
後
、
場
所
を
N
T
T

山
形
支
店
本
町
ビ
ル
会
議
室
に
移
し
、
N
T
T
東
日

本
山
形
支
店
菅
谷
総
務
部
長
、
総
務
課
長
、
N
T
T

グ
ル
ー
プ
企
業
4
社
様
の
支
店
長
、
所
長
の
ご
出
席

を
頂
き
開
催
し
ま
し
た
。

菅
谷
総
務
部
長
か
ら
は
「
最
近
の
N
T
T
を
取
り

巻
く
諸
問
題
と
活
動
状
況
」
等
に
つ
い
て
の
説
明
と

各
地
区
電
友
会
の
N
T
T
事
業
へ
の
協
力
に
対
し
て

の
謝
礼
の
お
言
葉
を
頂
き
ま
し
た
。

こ
の
後
、
江
場
支
部
長
よ
り
山
形
支
部
の
現
状
と

各
地
区
電
友
会
の
活
動
状
況
等
を
資
料
に
て
説
明
し
、

電
友
会
に
対
し
て
N
T
T
と
N
T
T
グ
ル
ー
プ
企
業

各
社
様
よ
り
、
多
大
な
ご
支
援
、
ご
協
力
を
頂
い
て

い
る
こ
と
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
し
た
。

続
い
て
各
グ
ル
ー
プ
会
社
株
の
事
業
内
容
と
周
知

事
項
等
に
つ
い
て
説
明
を
受
け
知
識
を
広
め
ま
し
た
。

そ
の
後
地
下
食
堂
に
移
動
し
、
N
T
T
東
日
本
古
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気持ち・歌声は20代で～す

川
山
形
支
店
長
よ
り
ご
挨
拶
を
頂
き
、
N
T
T
山
形

支
店
幹
部
の
皆
様
と
の
情
報
交
換
や
意
見
交
換
を
行

う
な
ど
、
各
地
区
の
電
車
、
バ
ス
時
間
ぎ
り
ぎ
り
ま

で
、
大
変
有
意
義
な
協
議
会
と
す
る
こ
と
が
出
来
ま

した。
⑳
霞
城
ク
ラ
ブ

て
満
場
一
致
で
承
認
さ
れ
た
内
容
を
紹
介
し
ま
す
。

1
、
会
員
維
持
拡
大
施
策
の
取
組
み
…
目
標
2
0
名

従
来
か
ら
の
取
り
組
み
と
　
「
現
職
時
代
に
一
緒
に

仕
事
を
し
た
会
員
へ
入
会
勧
奨
依
頼
」
「
東
北
の
施

策
入
会
時
2
，
0
0
0
円
の
ク
オ
カ
ー
ド
の
贈
呈
」

な
ど
の
強
化
策
で
現
在
1
5
名
の
新
会
員
の
方
々
に
入

会
し
て
頂
い
て
お
り
ま
す
。

2
、
会
報
の
発
行
（
霞
城
ク
ラ
ブ
2
回
、
東
北
会
報

◎
定
期
総
会
開
催

平
成
2
7
年
4
月
2
3
日
山
交
ビ
ル
に
お
い
て
総
勢

1
0
6
名
、
ご
来
賓
と
し
て
N
T
T
古
川
山
形
支

店
長
始
め
電
友
会
東
北
地
方
本
部
高
石
事
務
局
長
、

N
T
T
ド
コ
モ
山
形
支
店
長
代
理
、
テ
ル
ウ
エ
ル
安

食
山
形
支
店
長
、
T
T
K
佐
藤
山
形
支
店
長
、
大
和

電
設
小
金
支
店
長
の
出
席
を
頂
き
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

会
議
に
先
立
ち
、
2
6
年
度
に
お
亡
く
な
り
に
な
っ

た
1
3
名
の
会
員
に
黙
祷
を
奉
げ
た
後
、
江
場
会
長
挨

拶
、
来
賓
を
代
表
し
て
高
石
様
よ
り
ご
祝
辞
を
賜
り

ま
し
た
。

会
則
に
よ
り
江
場
議
長
を
選
出
、
①
平
成
2
6
年
度

の
事
業
活
動
報
告
②
会
計
報
告
③
特
別
会
計
報
告

を
渡
辺
事
務
局
長
よ
り
プ
ロ
ジ
ェ
ク
タ
ー
と
大
画
面

を
活
用
、
写
真
を
中
心
に
活
動
状
況
を
説
明
、
会
計

監
査
報
告
後
、
異
議
な
し
の
発
声
と
満
場
の
承
認
を

受
け
ま
し
た
。

続
い
て
2
7
年
度
の
事
業
活
動
、
収
支
計
画
に
つ
い

2
回
）

3
、
宿
泊
の
企
画
を
秋

に
退
職
者
の
会
と
の
合

同
で
実
施

4
、
N
T
T
・
O
B
芸

術
作
品
展
の
実
施
に
向

け
た
取
組

5
、
N
T
T
グ
ル
ー
プ

諸
施
策
へ
の
協
力
、
・
現
職
と
の
交
流

6
、
長
寿
者
へ
の
訪
問
お
祝
い
　
（
白
寿
2
名
・
米
寿

1
2
名
・
喜
寿
1
5
名
）

7
、
文
化
講
演
会
の
開
催

8
、
サ
ー
ク
ル
活
動
へ
の
助
成
・
支
援

9
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
維
持
管
理

な
ど
元
気
に
活
動
し
て
い
く
こ
と
に
し
ま
し
た
。

今
期
、
長
年
霞
城
ク
ラ
ブ
発
展
に
多
大
な
貢
献
を

さ
れ
た
江
場
会
長
が
退
任
、
後
任
に
鈴
木
哲
新
会
長

を
推
挙
、
全
員
の
拍
手
で
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

◎
観
桜
会
開
催

お
楽
し
み
「
観
桜
会
」
は
鈴
木
菅
新
会
長
の
就
任

挨
拶
後
、
N
T
T
山
形
支
店
古
川
直
子
支
店
長
よ
り

女
性
の
目
線
で
事
業
動
向
、
山
形
の
人
柄
・
食
べ
物

な
ど
の
お
話
を
頂
き
、
ま
た
、
山
形
市
議
会
選
挙
期

間
多
忙
中
の
設
欒
分
会
長
の
挨
拶
、
会
員
で
8
期
を

目
指
す
加
藤
孝
さ
ん
の
乾
杯
の
発
声
で
大
宴
会
が
開

か
れ
ま
し
た
。

会
創
立
5
0
周
年
記
念
事
業
（
2
4
年
）
　
と
し
て
、
霞

城
公
園
（
元
電
話
局
）
　
に
植
樹
し
た
染
井
吉
野
3
本

が
見
事
に
開
花
、
更
に
古
木
の
満
開
の
桜
な
ど
、
大

画
面
に
映
し
出
さ
れ
る
と
お
酒
も
入
り
「
凄
い
」
「
給

麗
」
な
ど
感
嘆
の
声
で
和
や
か
な
雰
囲
気
で
ス
タ
ー

ト
し
ま
し
た
。

恒
例
と
な
っ
た
全
員
合
唱
「
青
春
時
代
」
「
手
の

ひ
ら
を
太
陽
に
」
　
「
若
者
た
ち
」
、
気
持
ち
は
2
0
代
に

変
身
。
そ
の
合
間
に
1
1
卓
「
輪
投
げ
」
対
抗
試
合
で

全
員
参
加
、
酔
う
と
力
が
入
る
の
か
盤
外
ま
で
投
げ

る
人
、
ビ
ン
ゴ
達
成
す

る
人
な
ど
大
歓
声
。
4
0

名
の
方
が
図
書
カ
ー
ド

を
ゲ
ッ
ト
で
会
員
仲
間

の
笑
顔
が
印
象
的
で
し

た。
あ
っ
と
い
う
間
の
2

時
間
の
「
飲
ミ
ユ
ニ
ケ
ー
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山形市平清水　浅　野　嘉　雄 

米寿のお祝いありがとうございました。必ずし 
も健康とは云えませんが、それなりに健康に生活 
しています。今後ともよろしくお願いします。 

山形市久保田　清　野　貞　義 

この度は米寿を迎えるにあたり、ご祝辞、ご祝 
儀をいただきましてありがとうございました。お 
陰様で退職後、大きな病をすることもなく暮らす 
ことができました。 
現在は気の合う友人と遇一回のカラオケを楽し 

んでおります。これからもささやかに、おだやか 
な余生を送りたいと願っております。 

山形市城西町　三　浦　善　書

この度は、ご祝辞とお祝いを頂きありがとうご
ざいました。5、6年前から足の手術のせいか、
思うように一人で外出ができなくなりましたが、
毎日軽い運動を続け少しでも弱くならないように
頑張っております。幸いにして歯は全部自分の歯
で優秀賞を頂き、何を食べてもおいしく、睡眠も

十分にとれ、毎日平穏なくらしです。
末筆ながら、霞城クラブの益々のご発展を祈念

いたしまして、お礼の挨拶とさせていただきます。
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山形市大野日町佐藤一男 　綿一緒・終・ポ 

この度、米寿のお祝し1をいただきましてありが 
とうございました。 

現在、自家用野菜つくりをしています。 
これからも元気でがんばります。 

山形市寿町　円　尾　書　鞘

この度は、米寿の賀詞ならびにお祝金をいただ
きまことにありがとうございました。
若い頃は米寿などと云うことは遠い夢で少しも

気にしておりませんでした。今、その米寿を迎え
感慨深いものがあります。黄会からは日頃大変お
世話になっており誠にありがとうございます。

私は現在のところ一病息災で妻と二人での生活
で元気で暮らしております。
なお、ボケ防止のため平成20年1月1日から、

NHKラジオの“今日は何の日”を毎日録音し、
文章化して記録しております。この仕事は生涯の
仕事として放送の続く限りやっていきたいと思っ
ております。
今後は隣近所を大切に、家族やまわりに迷惑を

かけないようにすると共に節度ある生活により
“元気で長生ぎをしたいと思っております。こ

の度は誠にありがとうございました。

山形市幸町　青　木　伸　悦

喜寿を迎えることになり、お祝いを頂き誠にあ
りがとうございます。
昨年後期高齢者の仲間入りしたばかりなのに早

や喜寿とは、何とも複雑な思いに到ったところで
す。しかし、今後も健康に留意し、自分に出来る
役割を通して少しでも役にたてるよう努力し続け
ることが今出来ることの大事さと思います。また、
お祝いの言葉にありますように、毎日の生活が心
豊かに送れるよう改めて心した次第です。ありが
とうございました。

山形市東青田　荒　井　率　子

昨年、夫が他界し心に受けた痛手が大きくつら
い日々を過してました。喪が明ける9月に入り、
山形県老人福祉大会で県知事より感謝状を賜り、
命日には電友会より喜寿のお祝いをいただきまし
た。近々休んでいたパークコルフ、グランドコル
フを始める予定です。地域では長年老人クラブの

仕事を手伝っております。
この度はありがとうございました。お礼申し上

げます。

山形市千歳　小　鹿　充　重 �ところです。東京オリンピック以来、50年もの間、 
・亜舶舶胡 �長きケンカ相手である妻に感謝しております。 

前略　この度喜寿の祝辞、祝金をいただきあり �これからこの年をスタートに多忙な毎日を楽し 
がとうございました。お礼の方は遅くなり失礼し �く、口八丁、手足は年相応に、好きなことをしな 
ております。喜寿を迎えたこの年に金婚と重なり、 �がら元気で頑張るつもりです。 
年令の幸せを感じています。金婚の祝いにプレゼ �皆さんへの感謝と健闘を祈ります。では皆さん 
ントを子供達から箱根旅行を一族で楽しんできた �頑張って下さい。 
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山形市江南　佐　藤　貞　夫

喜寿のお祝辞ありがとうございました。自分で
もそんな年になったのかと思っております。

退職後には町内の仕事をなんだかんだとありま
して退職後に健康でいられるのも家族と身の回り
の方々と思っております。また、一人の孫野球部
が終ったと思ったら、次の子も「野球部に入部し
た。よろしく」と言われ8年間応援よろしくと言
われればしないわけに行きません。私も今年日誌
をつけて54年になります。これからも趣味を生
かしていき、今の所元気そのものです。電友会霞
城クラブより祝いをいただきありがとうございま
した。今後共よろしくお願い致します。

天童市田鶴町　三　瓶　美代子

電友会霞城クラブの皆さまお世話になっており
ます。先日は会長さんみずからお祝いお届け下さ
いまして本当にありがとうございました。

おかげさまで毎日を笑顔で元気に過ごせますよ
うボケ防止にパッチワーク、コーラス、足腰を鍛
えて転ばないように民桶を楽しみながら続けてお
ります。

天童市田鶴町　相　馬　俊　明

某月某日、江場会長直接訪問のうえ、喜寿の祝
いを頂き恐縮いたしました。本当にありがとうご
ざいました。自分も先輩達と同様にそんな年に
なったのかと自問自答した次第です。これと言っ
た趣味がある訳でもなく近況と言えども可もなし
不可もなしです。出歩くこともなく老老介護
（100歳の母親）の毎日です。時機があれば現役

当時転勤したそれぞれの地を女房を連れて順次
巡ってみたいと思っています。役員の方々も体を
おいとい下さい。まずは御礼まで。

山形市東原町　山　崎　車　代

電友会霞城クラブの皆様
日頃何かとご配慮を頂き厚くお礼申し上げます。
この度、私も喜寿を迎え、電友会より黒沢八重

子さんが来訪され、喜寿の祝辞とお祝いを頂戴し、
本当にありがとうございました。改めて、喜寿を
迎えたことに感動しております。これまで、私を
支えてくれた諸先輩はじめ、皆様のお力添えの賜
物と深く感謝申し上げます。私は70歳を過ぎて
からは専業主婦です。毎日家事をこなし、終わっ
た後は読書……？新聞など・…・やでも電友会会報
が届くのが楽しみ‥‥日。昔の職場の方が載ってい

ると近況が分かり活躍の姿に思いを馳せながら元
気を頂いています。これからも、皆様のご活躍と
電友会のご発展をお祈り申し上げます。
私も老体を労わりながら周囲の方に感謝し、前

向きに余生を過ごして参りたし1と思います。あり
がとうございました。
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山形市瀬波　佐　藤　陽　子

前略　先日は、わざわざ喜寿の御祝いをお届け
下さいまして有りがとうございました。
在職中は電友会霞城クラブの皆様から守られて

楽しく勤めてこれた事に感謝を申し上げます。こ
れからも皆様のご活躍をお祈りしております。

山形市長町　鈴　木　直　明

この度電友会より、喜寿のお祝いを頂き心から

お礼申し上げます。
現役時代のライフワークとしては70歳を目標

とし、退職時の共済の受給もそれに合わせて設定

をしておりましたが、緑あって関連企業・ハロー
ワークと65歳までお世話になることができまし

た。また、じんざいセンターゆずりはにもお世話
になり、終了後も時折お手伝いをさせて頂いてお

ります。充実した老後へのランディングに感謝し、
町内の施設のパソコン教室のボランティアを続け
てまいりましたが、セブンが在る内と約束してい
ます。色んな病気ともお付き合いしながら日々家

内（障害者1級・要支援2級）とのへつりあいを
楽しみながら、そろそろ孫たちがどんな連れ合い
を連れてくるのか、年齢制限を無視して催促して
いるところです。

中山町長崎　村　山　ひで子

お祝いを頂きありがとうございました。

退職後、主人と一緒にガイドボランティアを始
め二人で勉強し、競し1、交歓し合ったものです。

今は一人で亡き夫の分も頑張らなければと5個所
の団体に所属し、毎日飛び回っています。

また、3年前から落語ボランティア母体に所属

L r出前寄席」で市内外の町内会や介護施設等の

催しに出演させて頂いております。素人の喋りで
も笑って頂ける心地よさを感じた器売掛を
モットーにしています。芸名は「長崎亭姫呼」で
す。ボランティア活動を生きがいとしての支えに
しています。この度は本当にありがとうございま

した。皆様のご多幸をお祈りいたします。

山形市花楯　深　瀬　源　作

この度は喜寿のお祝いを頂きありがとうござし1

ました。
諸先輩始め皆様のお陰で現在もNTT関連の仕

事をさせていただいております。高齢期を元気に
過ごすためには「きょうよう」と「きょういく」
が大事だといわれています。今日すべき用事r今
日用」があり、今日行くべき所「今日行」が必要
との意味ですが、それを実現するために勤務日に
制約されない仕事と月2、3回のコルフを健康に
留意しながら継続していきたいと思っております。
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玄人肌の芸術作品が集合です作者の気持ちが伝わってきます

“世界通産”見聞・知識を広めました
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シ
ョ
ン
」
　
こ
れ
が
最
高
で
し
た
。

是
非
、
来
年
も
元
気
な
顔
で
再
会
を
約
束
し
お
開

き
と
な
り
ま
し
た
。

◎
「
芸
術
作
品
展
」
を
振
り
返
っ
て

去
る
1
0
月
1
7
日
～
2
1
日
　
（
5
日
間
）
、
山
形
県
芸

文
美
術
館
に
於
い
て
「
第
2
回
N
T
T
・
O
B
霞
城

ク
ラ
ブ
芸
術
作
品
展
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

開
会
式
で
は
、
来
賓
に
J

N
T
T
山
形
古
川
直
子
支

店
長
並
び
に
加
藤
咲
子
法

人
営
業
部
門
長
に
お
い
で

頂
き
ご
祝
辞
を
頂
い
た
後
、

会
場
を
ご
案
内
し
ま
し
た
。

ど
の
コ
ー
ナ
ー
も
力

作
揃
い
の
作
品
に
驚
か
れ
、

足
も
滞
り
が
ち
だ
っ
た
よ

う
で
す
。
特
に
手
芸
や
パ
ッ

チ
ワ
ー
ク
に
は
興
味
を
示

さ
れ
た
様
子
で
〝
お
供
の

方
〃
　
が
盛
ん
に
時
間
を
気

に
し
て
い
る
様
子
が
微
笑

ま
し
く
、
女
性
支
店
長
な
ら
で
は
の
和
や
か
な
幕
開

け
と
な
り
ま
し
た
。

今
回
の
出
展
者
は
1
0
4
名
、
作
品
数
は
2
6
2

点
で
前
回
を
上
回
り
ま
し
た
。
作
品
は
電
友
会
サ
ー

ク
ル
の
写
真
・
パ
ッ
チ
ワ
ー
ク
を
始
め
、
絵
画
・
書

道
・
手
芸
・
能
面
・
俳
句
・
漆
芸
・
銅
板
鍛
金
・
木

彫
・
押
し
花
・
陶
芸
・
ス
テ
ン
ド
グ
ラ
ス
と
多
岐
に

渡
り
、
ほ
と
ん
ど
の
出
展
者
が
退
職
後
に
始
め
ま
し

た
。
大
き
な
も
の
は
娘
の
た
め
に
作
っ
た
と
い
う
ウ

エ
デ
ィ
ン
グ
ド
レ
ス
か
ら
、
ぼ
け
防
止
に
と
、
小
指

の
爪
ほ
ど
の
　
〃
織
り
鶴
〃
ま
で
バ
ラ
エ
テ
ィ
ー
に
富

ん
だ
力
作
揃
い
に
、
作
品
を
売
っ
て
ほ
し
い
と
い
う

お
客
様
も
現
れ
ま
し
た
。
こ
の
棟
に
、
足
を
運
ん
で

頂
い
た
6
0
0
余
名
の
お
客
様
に
は
、
単
独
の
作
品

展
と
は
ひ
と
昧
違
う
見
ご
た
え
を
感
じ
て
頂
け
た
と

思
い
ま
す
。

3
月
に
実
行
委
員
会
を
立
ち
上
げ
、
新
た
な
出
展

者
の
掘
り
起
こ
し
や
事
務
手
続
き
、
P
R
活
動
・
展

示
壁
面
の
配
分
や
飾
り
つ
け
等
、
実
行
委
員
そ
れ
ぞ

れ
が
在
職
時
に
培
っ
た
ノ
ウ
ハ
ウ
を
、
随
所
で
発
揮

し
た
成
果
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

今
回
開
催
に
至
っ
た
経
緯
は
、
一
昨
年
「
山
形
電

友
会
霞
城
ク
ラ
ブ
創
立
5
0
周
年
記
念
事
業
」
　
の
柱
の

1
つ
と
し
て
「
総
合
芸
術
作
品
展
」
を
開
催
し
た
際

①
山
形
市
長
始
め
内
外
か
ら
素
晴
ら
し
い
評
価
を
受

け
た
事
。
②
作
品
展
が
、
会
員
の
趣
味
の
発
表
の
場

と
な
り
交
流
の
場
と
な
っ
た
事
な
ど
で
す
。

そ
し
て
今
後
、
多
く
の
会
員
と
ご
家
族
に
参
加
し

て
頂
き
、
更
に
充
実
し
た
作
品
展
と
電
友
会
活
動
の

発
展
に
繋
が
れ
ば
と
願
い
ま
す
。

な
お
、
今
開
催
に
あ
た
り
N
T
T
山
形
支
店
、
ド

コ
モ
山
形
支
店
、
N
T
T
フ
ァ
シ
リ
テ
ィ
ー
ズ
山
形

支
店
、
テ
ル
ウ
エ
ル
山
形
支
店
の
各
社
様
よ
り
協
賛

を
頂
き
書
面
を
お
借
り
し
ま
し
て
感
謝
申
し
上
げ
ま

す。◎
世
界
遺
産
〝
富
岡
製
糸
場
″
を
訪
ね
る
一
泊
の
旅

今
年
は
世
界
遺
産
に
な
っ
た
富
岡
製
糸
場
見
学
と

あ
っ
て
、
募
集
間
も
な
く
満
席
の
盛
況
と
な
る
も
人

気
ゆ
え
に
見
学
す
る
こ
と
自
体
が
大
変
な
状
況
に
あ

り
、
当
初
の
予
定
を
一
部
変
更
、
最
終
的
に
は
男
性

2
2
名
女
性
1
9
名
合
計
4
1
名
参
加
と
な
り
無
事
6
時
3
0

分
に
出
発
。

も
う
十
何
年
来
の
ご
指
名
の
ガ
イ
ド
さ
ん
、
さ
す

が
大
ベ
テ
ラ
ン
、
ロ
を
開
け
ば
豊
富
な
知
識
と
ユ
ー

モ
ア
、
そ
れ
に
行
き
届
い
た
目
配
り
で
心
地
よ
い
バ

ス
旅
と
な
り
ま
し
た
。

出
発
す
る
と
車
内
で
は
、
お
酒
、
ビ
ー
ル
、
飲
み

物
、
お
つ
ま
み
が
サ
ロ
ン
パ
ス
の
中
を
飛
び
交
い
ま

す
。
桐
生
観
光
セ
ン
タ
ー
で
昼
食
、
鎮
阿
寺
（
ぽ
ん

な
じ
）
、
足
利
学
校
の

見
学
、
記
念
撮
影
。
そ

し
て
目
的
地
富
岡
製
糸

場
、
駐
車
場
に
は
各
地

の
観
光
バ
ス
が
ず
ら
り

並
ん
で
停
車
中
、
そ
の

人
気
を
垣
間
見
る
よ
う

です。
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鬼押し出し園‥別世界の驚きです
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手先が器用な・・美女軍団で～す

ま
ず
は
正
面
入
り
口
で
記
念
撮
影
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
ガ
イ
ド
の
予
約
が
取
れ
な
か
っ
た
の
で
、
音
声
ガ

イ
ド
を
首
に
下
げ
て
の
フ
リ
ー
参
観
、
1
3
0
年
の

建
物
の
変
遷
の
歴
史
と
今
回
の
世
界
遺
産
に
な
る
ま

で
の
経
緯
を
聞
き
な
が
ら
、
木
と
煉
瓦
の
組
合
せ
工

法
の
何
カ
所
か
の
建
造
物
や
製
糸
機
械
、
使
用
さ
れ

て
い
る
ガ
ラ
ス
な
ど
建
物
の
内
外
を
そ
れ
ぞ
れ
見
学
、

日
本
の
絹
織
物
産
業
の
礎
と
な
っ
た
こ
と
を
各
所
で

体
感
し
ま
し
た
。

更
に
建
物
内
部
に
あ
る
売
店
で
は
、
絹
製
品
の
お

土
産
等
お
買
い
上
げ
、
満
足
の
2
時
間
の
見
学
を
し

ま
し
た
。

3
0
分
程
度
の
乗
車
で
本
日
の
お
宿
舌
切
り
雀
の
お

宿
磯
部
温
泉
磯
部
ガ
ー
デ
ン
へ
到
着
、
温
泉
へ
入
っ

て
午
後
6
時
3
0
分
殆
ど
み
ん
な
浴
衣
姿
で
宴
会
場
へ

勢
揃
い
、
時
間
ま
で
歌
あ
り
、
か
く
し
芸
あ
り
、
和

気
あ
い
あ
い
の
交
流
会
と
な
り
ま
し
た
。

さ
て
、
2
日
目
の
朝
は
ホ
テ
ル
の
ロ
ビ
ー
で
記
念

撮
影
、
8
時
2
0
分
出
発
、
旧
軽
井
沢
の
紅
葉
や
別
荘

を
見
な
が
ら
白
糸
の
滝
へ
向
か
い
ま
し
た
。

あ
た
り
は
す
で
に
紅
葉
も
終
わ
り
に
近
く
、
落
葉

も
美
し
く
風
情
が
あ
り
ま
す
。

高
さ
3
m
、
水
平
の
岩
の
あ
い
だ
か
ら
7
0
m
に
お

よ
ぶ
巾
で
流
れ
落
ち
る
浅
間
山
系
の
潜
流
湊
で
あ
り
、

白
糸
の
ご
と
く
流
れ
る
様
は
そ
の
名
の
ご
と
く
美
し

く
、
滝
壷
も
透
き
通
っ
て
い
ま
す
。
（
滝
の
落
水
部

分
の
岩
や
滝
壷
な
ど
造
園
加
工
が
な
さ
れ
て
い
る
と

の
こ
と
）

次
に
鬼
押
し
出
し
園
で
は
浅
間
山
を
バ
ッ
ク
に
記

念
撮
影
。

溶
岩
が
そ
の
ま
ま
む

き
出
し
に
な
っ
て
い
る

広
大
な
面
積
の
園
は
、

ま
だ
風
化
し
て
い
な
い

か
ら
、
そ
の
ま
ま
火
山

の
恐
ろ
し
さ
を
感
じ
さ

せ
、
最
近
の
火
山
の
噴

火
の
ニ
ュ
ー
ス
の
御
獄
山
の
こ
と
や
、
蔵
王
の
お
釜

の
色
の
変
化
な
ど
を
見
聞
き
し
て
い
る
の
で
、
あ
る

意
味
恐
怖
の
よ
う
な
実
感
。

美
し
い
空
、
煙
を
吹
く
浅
間
山
と
、
3
6
0
度
す

べ
て
を
見
渡
せ
る
展
望
台
か
ら
は
、
眼
下
に
紅
葉
の

絨
毯
が
広
が
り
、
さ
ら
に
草
津
温
泉
が
む
こ
う
の
高

い
山
の
中
腹
に
見
え
ま
す
。

ま
る
で
地
獄
・
極
楽
を
一
度
に
見
る
よ
う
な
別
世

界
の
感
が
あ
り
ま
し
た
。

一
日
よ
い
天
気
に
恵
ま
れ
、
ガ
イ
ド
さ
ん
も
こ
ん

な
素
晴
ら
し
い
お
天
気
は
お
目
に
か
か
っ
た
こ
と
が

無
い
と
か
。

昼
食
は
浅
間
酒
造
観
光
セ
ン
タ
ー
で
取
り
、
買
い

物
を
し
・
・
・
あ
と
は
一
路
山
形
へ
。

夕
闇
は
4
時
半
ご
ろ
に
は
追
っ
て
き
ま
し
た
。

バ
ス
の
中
は
し
ば
ら
く
仮
眠
状
態
に
な
り
ま
し
た

が
、
パ
ー
キ
ン
グ
タ
イ
ム
を
取
っ
た
後
は
ビ
ン
ゴ

ゲ
ー
ム
で
全
員
が
景
品
を
ゲ
ッ
ト
し
、
そ
の
あ
と
は

歌
合
戦
が
延
々
続
き
二
・
に
ぎ
や
か
な
数
時
間
。

そ
し
て
山
形
に
着
い
た
の
は
午
後
7
時
3
0
分
予
定

通
り
。老

若
男
女
？
無
事
に
到
着
し
た
こ
と
を
喜
び
な
が

ら
の
解
散
と
な
り
ま
し
た
。

◎
サ
ー
ク
ル
活
動

侶
パ
ッ
チ
ワ
ー
ク
布
紗

今
年
4
月
に
総
会
を
終
え
て
、
サ
ー
ク
ル
の
活

動
も
6
年
日
に
入
り
、
月
2
回
の
例
会
は
5
月
に

1
0
0
回
日
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

そ
の
日
は
開
始
と
同
時
に
手
作
り
の
お
菓
子
や
お

漬
物
で
お
茶
タ
イ
ム
で
す
。

「
よ
く
続
い
て
来
た
も
ん
だ
ね
ぇ
～
～
。
」
「
こ
う

し
て
こ
こ
に
来
て
、
み
ん
な
の
顔
を
見
て
、
一
人
ひ

と
り
の
作
品
を
見
て
、
元
気
を
も
ら
う
の
よ
ね
ぇ
～

～。」

1
1
月
に
パ
ッ
チ
ワ
ー

ク
サ
ー
ク
ル
布
紗
作
品

展
を
開
催
す
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
の
で
、
そ

れ
に
向
け
た
取
り
組
み

も
始
め
ま
し
た
。

出
来
る
べ
か
！
出
来
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爽やかで若々しいGG仲間で～す

百戦錬磨の強者集団（優勝予想は因数）

る
っ
た
な
あ
！

退
職
後
の
針
仕
事
は
年
齢
的
に
も
だ
ん
だ
ん
大
変

に
な
っ
て
来
て
お
り
ま
す
が
、
自
分
の
体
調
や
環
境

と
上
手
に
付
き
合
い
な
が
ら
、
O
B
サ
ロ
ン
に
来
て

元
気
に
な
り
ま
し
ょ
う
！
を
目
標
に
、
今
期
も
回
を

重
ね
、
作
品
作
り
に
励
ん
で
行
き
た
い
と
思
っ
て
お

り
ま
す
。

佃
グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ
愛
好
会

平
成
2
7
年
度
は
、
3
月
1
5
日
の
総
会
・
出
陣
式
に

お
い
て
競
技
日
程
等
を
決
定
し
、
4
月
1
6
日
桜
満
開

の
天
道
G
G
に
て
第
1
回
例
会
競
技
を
2
1
名
の
参

加
で
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
今
年
度
は
、
個
々
の

能
力
向
上
の
た
め
、
例
会
競
技
に
お
い
て
も
優
勝

・
平
成
2
6
年
度

優
勝
　
中
川

・
平
成
2
7
年
度

優
膠
　
高
橋

・
平
成
2
7
年
度

優
勝
　
中
川

・
平
成
2
7
年
度

第
6
回
大
会
（
天
道
G
G
）

正
義
　
　
準
優
勝
　
鏡
　
　
俊
雄

第
1
回
例
会
（
天
道
G
G
）

ト
ミ
　
　
準
優
勝
　
鏡
　
　
俊
雄

第
2
回
例
会
　
（
天
道
G
G
）

正
義
　
　
準
優
勝
　
鏡
　
　
俊
雄

第
1
回
大
会
（
天
道
G
G
）

1
1
月
5
日
　
O
B
サ
ロ
ン
　
1
4
名
参
加

優
勝
　
高
橋
　
忠
三
　
　
準
優
勝
　
戸
田
　
清
二

・
2
6
年
度
第
4
回
大
会

2
月
4
日
　
O
B
サ
ロ
ン
　
1
4
名
参
加

優
勝
　
高
橋
　
公
夫
　
　
準
優
勝
　
鏡

・
′
2
7
年
度
総
会
お
よ
び
第
1
回
大
会

俊
雄

及
び
準
優
勝
者
の
ハ
ン

デ
ィ
キ
ャ
ッ
プ
を
減
点

し
、
累
積
す
る
方
式
と

し
て
い
ま
す
。
本
施
策

に
よ
り
、
例
会
・
大
会

競
技
の
活
性
化
を
図
り
、

各
種
県
大
会
に
お
い
て
、

前
年
度
の
成
績
よ
り
ワ

ン
ラ
ン
ク
・
ア
ッ
プ
す
る
決
意
で
あ
り
ま
す
。
前
年

度
、
第
5
回
及
び
第
6
回
大
会
、
今
年
度
の
例
会
・

大
会
競
技
の
成
績
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

・
平
成
2
6
年
度
　
第
5
回
大
会
　
（
天
道
G
G
）

優
勝
　
高
橋
　
ト
ミ
　
　
準
優
勝
　
高
橋
　
正
弘

優
勝
　
木
村
キ
ネ
子
　
　
準
優
勝
　
高
橋
　
利
房

・
平
成
2
7
年
度
　
第
3
回
例
会
（
天
道
G
G
）

優
勝
　
中
川
　
正
義
　
　
準
優
勝
　
高
橋
　
利
房

・
平
成
2
7
年
度
　
第
4
回
例
会
（
み
は
ら
し
の
丘
G

G）

優
勝
　
小
林
　
民
男
　
　
準
優
勝
　
中
川
　
正
義

例
会
・
大
会
競
技
に
お
け
る
ホ
ー
ル
イ
ン
ワ
ン
な

ど
の
成
績
及
び
大
会
競
技
入
賞
者
の
顔
な
ど
、
霞
城

グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ
愛
好
会
に
関
す
る
最
新
の
情
報
に

つ
い
て
は
、
霞
城
ク
ラ
ブ
内
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご

覧
い
た
だ
け
ま
す
。

㈱
囲
碁
友
の
会

・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は
囲
碁
の
対
局
で

介
護
老
人
保
健
施
設
「
フ
ロ
ー
ラ
さ
い
せ
い
」
　
で

の
対
局
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は
平
成
2
6
年
度
の
参
加
延
人

数
は
5
1
名
で
し
た
。

こ
の
こ
と
は
山
形
市
の
　
「
し
ゃ
き
よ
う
だ
よ
り
」

に
も
紹
介
さ
れ
て
い
ま
す
。

・
2
6
年
度
第
3
回
大
会

4
月
1
5
日
　
O
B
サ
ロ
ン

1
4
名
参
加

優
勝
　
　
戸
田

準
優
勝
　
伊
藤

・
例
会
　
下
半
期

回
）
　
の
勝
数
順
位

1
位
　
　
戸
田

2
位
　
　
原
田

㈲
N
T
T
。
O
B
写
真
ク
ラ
ブ

2
6
年
1
0
月
に
実
施
さ
れ
た
第
2
回
「
電
友
会
霞
城

ク
ラ
ブ
芸
術
作
品
展
」
　
へ
写
真
ク
ラ
ブ
か
ら
は
、
主

に
こ
れ
ま
で
各
種
コ
ン
テ
ス
ト
で
入
選
・
入
賞
し
た

作
品
を
中
心
に
4
2
点
種
の
作
品
を
出
品
し
大
好
評
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま
た
、
3
月
の
山
形
県
写
真
展

へ
今
年
も
8
名
が
応
募
し
、
8
点
が
入
選
す
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
今
年
度
は
、
3
月
の
総
会
で
ク
ラ

ブ
単
独
の
　
「
第
3
回
ク
ラ
ブ
展
」
を
開
催
（
1
1
月
2
0

日
～
2
5
日
）
　
す
る
事
を
決
め
、
こ
れ
に
向
か
っ
て
4

月
か
ら
毎
月
の
撮
影
会
と
合
評
会
を
行
い
な
が
ら
そ

れ
ぞ
れ
作
品
づ
く
り
に
邁
進
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
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ボケ防止・・「特効薬」が効きます。

ま
た
こ
れ
ま
で
同
様
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
一
環
と

し
て
高
齢
者
賃
貸
住
宅
ロ
ビ
ー
へ
の
会
員
写
真
の
常

設
展
示
　
（
四
半
期
毎
入
替
）
　
や
霞
城
ク
ラ
ブ
H
P
へ

季
節
（
毎
月
）
　
に
合
わ
せ
た
写
真
提
供
等
々
の
活
動

目
標
で
あ
る
　
〝
元
気
で
自
然
と
触
れ
合
い
、
楽
し
く

遊
ぶ
事
〃
を
目
標
に
向
け
て
、
健
康
を
留
意
し
た
実

行
を
会
員
相
互
の
意
識
を
高
め
、
通
算
4
5
0
回
日

の
記
念
例
会
を
含
む
活
動
計
画
を
進
め
た
い
と
思
い

を
行
っ
て
い
ま
す
。
近

隣
の
O
B
の
方
で
写
真

に
興
味
の
あ
る
方
（
お

ヅ
孫
さ
ん
の
写
真
・
風
景

写
真
・
旅
の
写
真
撮
影

等
々
）
　
撮
影
の
勉
強
を

一
緒
に
や
っ
て
み
ま
せ

ん
か
？

㈱
な
な
か
ま
ど
会

平
成
2
6
年
度
活
動
計
画
を
閉
め
る
最
終
第
8
回
通

算
2
4
5
回
の
例
会
開
催
を
3
6
名
の
参
加
を
頂
き
、

天
道
カ
ン
ト
リ
ー
で
実
施
し
ま
し
た
。
そ
の
後
天
道

ホ
テ
ル
に
て
納
会
及
び
表
彰
式
を
行
な
い
、
1
年
間

の
思
い
を
話
し
合
い
、
ま
た
反
省
し
懇
親
を
深
め
た

1
日
で
し
た
。
平
成
2
7
年
度
の
サ
ー
ク
ル
活
動
は
、

新
会
員
3
名
、
復
帰
会
員
1
名
、
ま
た
残
念
な
が
ら

唯
一
の
女
性
会
員
1
名
の
退
会
者
が
あ
り
ま
し
た
が
、

市
内
ホ
テ
ル
に
て
、
総
会
（
出
陣
式
）
を
3
月
1
3
日

開
催
し
、
承
認
を
頂
き
総
勢
4
5
名
の
会
員
で
活
動
計

画
を
実
行
す
る
事
に
な
り
ま
し
た
。
今
年
は
事
務
次

長
の
交
代
が
あ
り
ま
し
て
、
新
た
な
事
務
局
運
営
と

な
り
ま
す
が
、
活
動
計
画
を
継
承
し
、
当
会
の
活
動

ま
す
。
平
成
2
7
年
度
の

第
1
回
例
会
は
雨
の
ち

曇
り
と
ま
た
第
2
回
も

曇
り
後
晴
れ
と
あ
ま
り

天
候
は
、
良
く
あ
り
ま

せ
ん
で
し
た
が
、
参
加

者
全
員
が
元
気
に

フ
ォ
ー
ル
ア
ウ
ト
す
る

事
が
出
来
ま
し
た
。

平
成
2
6
年
度
第
8
回
（
最
終
会
）
　
及
び
2
7
年
度
例

会
成
績
は
次
の
と
お
り
。

・
平
成
2
6
年
度

第
8
回
例
会
（
最
終
会
通
算
2
4
5
回
）

天
道
c
c
　
（
参
加
者
3
6
名
）

優
勝
　
渡
辺
　
盛
正
　
　
準
優
勝
　
赤
塚
　
森
遣

・
平
成
2
7
年
度

第
1
回
例
会
（
4
月
2
1
日
通
算
2
4
6
回
）

天
道
c
c
　
（
参
加
者
3
7
名
）

優
勝
　
井
上
　
信
夫
　
　
準
優
勝
　
石
原
　
義
祐

・
第
2
回
例
会
（
5
月
1
8
日
通
算
2
4
7
回
）

蔵
王
c
c
　
（
参
加
者
3
8
名
）

優
勝
　
佐
藤
　
弘
　
　
　
準
優
勝
　
山
本
　
喜
博

㈲
麻
雀
＆
カ
ラ
オ
ケ
を
発
し
む
会

こ
の
サ
ー
ク
ル
が
結
成
さ
れ
て
2
年
目
に
な
り
ま

す。
結
成
さ
れ
た
当
時
は
往
年
の
雀
士
が
何
十
年
振
り

に
仲
間
と
再
会
し
た
喜
び
と
懐
か
し
さ
に
顔
を
ほ
こ

ろ
ば
し
て
牌
を
握
っ
た
も
の
で
し
た
。

1
年
経
っ
た
今
で
も
そ
の
気
持
ち
、
表
情
、
精
神

は
変
わ
っ
て
い
ま
せ
ん
。
「
嬉
し
い
」
か
ぎ
り
で
す
。

こ
の
サ
ー
ク
ル
の
モ
ッ
ト
ー
で
あ
る
、
『
健
康
維

持
と
脳
活
性
化
、
ボ
ケ
防
止
』
　
の
精
神
は
会
を
重
ね

る
度
に
そ
の
成
果
が
表
れ
て
い
る
気
が
し
ま
す
。
（
こ

う
思
っ
て
い
る
の
は
、
私
だ
け
で
し
ょ
う
か
？
‥
・

全
員
で
～
す
）

こ
こ
で
特
筆
し
た
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
は
、

全
員
が
煙
草
を
吸
わ
な
い
こ
と
で
す
。

す
ぼ
ら
し
い
事
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。
こ
れ
も
健

康
維
持
の
一
因
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

と
も
あ
れ
、
「
麻
雀
と
カ
ラ
オ
ケ
を
楽
し
む
会
」

の
メ
ン
バ
ー
は
、
こ

の
精
神
を
忘
れ
ず
和
気

あ
い
あ
い
、
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
に
努
め
て

行
き
た
い
と
思
っ
て
お

り
ま
す
。

こ
の
気
持
ち
が
功
を

奏
し
た
の
か
、
今
年
度
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観桜会の前に全員で記念写真

か
ら
夏
場
も
や
っ
た
ら
ど
う
か
と
言
う
意
見
が
出
て
、

奇
数
月
3
回
を
加
え
8
回
開
催
す
る
こ
と
に
決
定
し

ま
し
た
。

ま
た
ま
た
、
楽
し
い
時
間
を
も
て
ま
す
。

最
後
に
活
動
結
果
を
掲
載
し
ま
す
。

（
平
成
2
6
年
度
第
1
回
～
第
5
回
延
べ
9
4
名
参
加
）

・
第
1
回

優
勝
　
堀
江
　
代
逸
　
「
ノ
準
優
勝
　
佐
藤
　
　
覚

・
第
2
回

優
勝
　
渡
辺
　
盛
正
　
　
準
優
勝
　
佐
藤
　
忠
之

・
第
3
回

優
勝
　
押
切
　
恵
一
　
準
優
勝
　
渡
辺
　
盛
正

・
第
4
回

優
勝
　
原
田
　
智
弘
　
　
準
優
勝
　
叶
　
　
昌
悦

・
第
5
回

優
勝
　
原
田
　
智
弘
　
　
準
優
勝
　
堀
江
　
代
逸

・総合優
勝
　
渡
辺
　
盛
正
　
　
準
優
勝
　
佐
藤
　
　
覚

菅
支
部
長
、
N
T
T
労
組
退
職
者
の
会
寒
河
江
地
区

協
議
会
の
多
田
副
会
長
か
ら
ご
挨
拶
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。
特
に
、
今
年
4
月
か
ら
電
友
会
山
形
支
部
長

と
な
ら
れ
た
鈴
木
哲
様
か
ら
は
、
会
員
拡
大
の
取
り

組
み
と
会
へ
の
参
加
率
を
上
げ
る
た
め
、
サ
ー
ク
ル

活
動
等
を
通
じ
た
活
動
の
活
発
化
に
向
け
、
更
に
努

力
し
て
ほ
し
い
と
の
お
話
が
あ
り
ま
し
た
。

鈴
木
支
部
長
は
寒
河
江
に
も
顔
見
知
り
が
多
く
、

久
し
ぶ
り
の
対
面
を
懐
か
し
ん
で
お
ら
れ
ま
し
た
。

会
議
は
日
塔
会
長
を

議
長
に
、
平
成
2
6
年
度

の
活
動
報
告
、
平
成
2
7

年
度
の
活
動
計
画
等
を

阿
部
事
務
局
長
か
ら
説

明
が
あ
り
満
場
一
致
で

承
認
さ
れ
ま
し
た
バ

主
な
活
動
の
報
告

・
文
化
活
動
は
霞
城
ク
ラ
ブ
に
入
れ
て
い
た
だ
い
て

お
り
ま
す
。
H
2
6
年
度
は
昨
年
を
上
回
る
方
々
に
参

加
い
た
だ
き
ま
し
た
。
特
に
芸
術
作
品
展
に
は
5
名

の
方
が
作
品
を
出
展
い
た
し
ま
し
た
。

・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
サ
ー
ク
ル
　
「
愛
の
鳩
」
は
長
年
の

活
動
が
評
価
さ
れ
、
「
山
形
県
・
県
民
福
祉
大
会
」

で
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
今
後
も
活
発
な
活
動

を
継
続
す
る
た
め
、
「
退
職
者
の
会
」
と
　
「
電
友
会
」

の
双
方
で
支
援
し
て
い
く
こ
と
と
し
ま
し
た
。

平
成
2
7
年
度
の
役
員

・
日
塔
会
長
他
1
3
人
の
役
員
は
全
員
が
留
任
す
る
他
、

会
員
の
増
加
を
勘
案
し
河
北
町
方
面
を
担
当
す
る
地

区
幹
事
と
し
て
、
新
た
に
原
田
憲
男
さ
ん
が
承
認
さ

れ
ま
し
た
。

◎
新
支
店
長
を
迎
え
観
桜
会
開
催

4
月
2
4
日
の
総
会
終
了
後
は
、
会
員
の
親
睦
を
囲

⑳
電
衰
舎
さ
く
ら
ん
ぼ

◎
定
期
総
会
開
催

平
成
2
7
年
4
月
2
4
日
に
会
員
4
5
名
（
6
8
％
）
　
の
出

席
を
得
て
開
催
い
た
し
ま
し
た
。

大
沼
副
会
長
の
開
会
宣
言
の
後
に
日
塔
会
長
が
挨

拶
さ
れ
、
続
い
て
ご
来
賓
の
電
友
会
山
形
支
部
鈴
木

・
H
2
6
年
度
末
の
会
員
数
は
、
7
人
の
新
会
員
を
迎

え
郁
名
と
な
り
ま
し
た
。

・
退
職
者
の
会
と
合
同
の
観
桜
会
・
芋
煮
会
は
、
会

員
の
約
6
割
の
方
に
参
加
を
い
た
だ
き
楽
し
い
時
間

を
過
ご
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

・
イ
ベ
ン
ト
等
に
参
加
で
き
な
い
会
員
と
の
”
杵
〃

を
深
め
る
た
め
「
N
T
T
l
O
B
だ
よ
り
」
第
1
号

が
「
退
職
者
の
会
」
か
ら
発
行
さ
れ
ま
し
た
、
第
2

号
は
「
電
友
会
」
か
ら
発
行
の
予
定
で
す
。

る
た
め
「
退
職
者
の
会
」

と
合
同
に
よ
る
観
桜
会

を
開
催
い
た
し
ま
し
た
。

本
観
桜
会
に
は
、
N

T
T
山
形
支
店
か
ら
古

川
新
支
店
長
が
参
加
さ

れ
る
こ
と
も
あ
っ
て
か
、

参
加
者
は
例
年
を
1
0
名

ほ
ど
上
回
る
6
6
名
の

方
々
が
参
加
し
、
山
形
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成果発表会の盛上り

H27年打ち初めでパチリ

で
初
め
て
の
女
性
支
店
長
の
ご
挨
拶
に
熱
心
に
耳
を

傾
け
て
お
り
ま
し
た
。

会
は
退
職
者
の
会
事
務
局
長
の
鈴
木
俊
雄
さ
ん
の

司
会
に
よ
り
進
め
ら
れ
、
余
興
は
朝
日
町
の
君
麿
こ

と
白
田
詔
夫
さ
ん
に
よ
る
爆
笑
司
会
で
大
歌
謡

シ
ョ
ー
が
開
始
さ
れ
ま
し

た。

終
始
笑
顔
の
古
川
支
店

長
に
は
、
皆
さ
ん
と
親
し

く
会
話
を
さ
れ
、
歌
ま
で

披
露
し
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
澄
み
き
っ
た
お
声
で

県
協
議
会
大
会
、
高
退
連
寒
河
江
・
村
山
ブ
ロ
ッ
ク

大
会

・
会
長
の
三
一
一
口

会
員
の
親
睦
と
健
康
増
進
を
目
的
に
、
毎
年
4
月

に
総
会
を
兼
ね
打
ち
初
め
を
行
い
、
1
0
月
ま
で
は
毎

月
1
回
寒
河
江
チ
ェ
リ
ー
ラ
ン
ド
及
び
中
山
町
の

コ
ー
ス
等
で
練
習
を
行
い
、
日
月
に
は
活
動
の
総
括

と
し
て
地
区
大
会
を
開
催
し
成
果
を
競
い
合
い
ま
す
。

㈱
カ
ラ
オ
ケ
愛
好
会

・
会
　
長
　
字
津
井
豊
　
　
会
計
　
茂
木
達
雄

・
月
例
会
　
毎
月
第
2
金
曜
日
、
第
4
火
曜
日
　
（
午

と
も
な
れ
ば
、
自
家
製
の
漬
物
な
ど
も
並
べ
ら
れ
、

カ
ラ
オ
ケ
愛
好
会
な
ら
で
は
の
楽
し
い
成
果
発
表
会

を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

㈱
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
愛
好
会

・
会
　
長
　
鈴
木
俊
雄
　
　
事
務
局
長
　
中
村
久
子

・
ノ
月
例
会
　
毎
月
第
1
金
曜
日

・
会
員
数
　
2
0
名

‥
王
な
大
会
　
地
区
大
会
（
春
・
秋
）
、
高
退
連
西

村
山
地
区
大
会
、
退
職
者
の
会
県
協
大
会
、
他
地
区

テ
ン
ポ
の
よ
い
歌
声
に
は
大
き
な
拍
手
が
湧
き
ま
し

た
。
各
テ
ー
ブ
ル
で
は
、
気
さ
く
な
支
店
長
へ
の
励

ま
し
の
声
が
多
く
聴
か
れ
ま
し
た
。

お
忙
し
い
中
ご
臨
席
下
さ
い
ま
し
た
古
川
支
店
長
、

鈴
木
支
部
長
、
多
田
副
会
長
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

した。
◎
サ
ー
ク
ル
活
動

用
グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ
愛
好
会

・
会
　
長
　
成
原
正
二
　
　
事
務
局
長
　
大
谷
幸
男

コ
ー
チ
　
白
田
詔
夫

・
月
例
会
　
毎
月
　
第
2
火
曜
日

・
会
員
数
　
2
5
名

・
主
な
大
会
　
電
友
会
支
部
交
流
大
会
（
H
2
6
団
体

準
優
勝
）
、
地
区
大
会
、
N
T
T
労
組
退
職
者
の
会

後
1
時
3
0
分
～
）

・
道
　
場
　
カ
ラ
オ
ケ

フ
ェ
ス
タ

・
会
員
数
　
4
1
名

‥
王
な
行
事
　
納
涼
祭

（
夏
の
大
会
）
、
忘
年
会

（
冬
の
大
会
）

・
会
長
か
ら
二
言

と
の
交
流
大
会
　
等

・
会
長
か
ら
三
一
一
口

「
明
る
く
、
楽
し
く
、

元
気
よ
く
」
を
モ
ッ
ト
ー

に
月
例
会
等
を
行
っ
て

お
り
ま
す
。
冬
期
間
は

山
形
が
雪
の
た
め
冬
眠

と
な
り
ま
す
の
で
、
宮

”
の
ど
自
慢
は
N
H
K
に
ま
か
せ
て
〟
自
分
の
声

に
酔
い
し
れ
な
が
ら
、
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
を
バ
ッ
ク
に

歌
っ
て
お
り
ま
す
。
あ
り
の
ま
ま
の
、
素
敵
な
声
の

持
ち
主
・
・
・
そ
う
、
あ
な
た
の
加
入
を
待
っ
て
お

り
ま
す
。

カ
ラ
オ
ケ
愛
好
会
は
、
電
友
会
さ
く
ら
ん
ぼ
で
最

も
多
い
会
員
を
か
か
え
て
お
り
、
納
涼
祭
や
忘
年
会

城
や
福
島
へ
の
県
外
遠
征
を
考
え
て
お
り
ま
す
。
発

足
3
年
冒
で
す
が
、
会
員
数
は
1
2
名
か
ら
2
0
名
と
な

り
ま
し
た
。

㈲
さ
く
ら
ん
ぼ
卓
球
愛
好
会

・
会
　
長
　
成
原
正
二
　
　
コ
ー
チ
　
中
野
弘
志

・
月
例
会
　
毎
週
月
曜
日

・
会
員
数
　
1
0
名

・
主
な
行
事
　
他
ク
ラ
ブ
と
の
交
流
会
、
忘
年
会
・

新
年
会
　
等
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施設に清拭タオルを璧呈
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和やかに、汗を流しました

・
会
長
か
ら
二
言

発
足
は
平
成
1
6
年
8
月
で
　
〝
運
動
不
足
解
消
に
卓

球
が
最
適
〃
と
い
う
話
が
あ
り
、
当
時
か
ら
指
導
を

や
ら
れ
て
い
た
中
野
さ
ん
の
ご
厚
意
に
よ
り
で
き
た

サ
ー
ク
ル
で
す
。

会
場
は
、
中
野
さ
ん
の
ご
自
宅
に
あ
る
卓
球
場
を

使
用
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
、
技
術
の
レ
ベ
ル

ア
ッ
プ
は
と
も
か
く
日
頃
の
運
動
不
足
解
消
と
ボ
ケ

防
止
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

㈱
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
「
愛
の
鳩
」

・
会
　
長
　
安
孫
子
洋
子
　
　
会
計
　
佐
藤
十
九
子

・
月
例
会
　
毎
月
第
3
水
曜
日

・
会
員
数
　
目
名

・
主
な
活
動
　
特
別
養
護

老
人
ホ
ー
ム
の
依
頼
に
よ

る
清
拭
タ
オ
ル
の
製
作
と

寄贈。
・
受
賞
歴
　
H
1
8
年
電
友

会
本
部
「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
賞
」
、
H
2
6
年
「
山

形
県
・
県
民
福
祉
大
会
」

大
会
会
長
表
彰

・
会
長
か
ら
一
言

仲
間
と
の
連
携
、
信
頼
、

交
流
等
を
お
互
い
に
大
切

に
想
い
な
が
ら
活
動
を
続

け
て
ま
い
り
ま
し
た
。
同
じ
日
に
、
同
じ
場
所
に
、

同
じ
時
間
に
集
ま
り
、
欠
席
者
が
い
る
と
ど
う
し
た

の
か
皆
が
心
配
す
る
。
そ
ん
な
思
い
が
心
を
繋
ぎ
、

長
年
の
活
動
を
さ
さ
え
て
く
れ
て
い
る
と
実
感
し
て

お
り
ま
す
。
長
年
の
間
に
は
、
表
彰
も
頂
き
ま
し
た

が
、
こ
れ
も
ひ
と
え
に
仲
間
が
輪
に
な
っ
て
い
る
か

ら
だ
と
思
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
、
急
が
ず
同
じ
歩

調
で
続
け
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

⑳
村
山
ク
ラ
ブ

◎
パ
ソ
コ
ン
教
室
2
0
1
5
の
目
的
は

ス
マ
ー
ト
シ
ニ
ア

2
0
0
9
年
か
ら
連
続
7
回
冒
と
な
る
村
山
O
B

会
の
パ
ソ
コ
ン
教
室
は
2
月
3
日
と
4
日
の
2
日
間
、

楯
岡
地
域
市
民
セ
ン
タ
ー
で
実
施
し
た
。
参
加
者
は

2
0
名
と
過
去
最
多
と
な
り
ま
し
た
。
モ
バ
イ
ル
機
器

中
山
正
弘
さ
ん
に
依
頼
し
た
。
教
室
の
一
例
を
挙
げ

る
と
、
航
空
写
真
を
操
作
し
て
、
自
分
の
家
の
玄
関

が
見
え
た
時
は
び
っ
く
り
し
て
「
ヴ
エ
ツ
」
と
声
を

発
し
た
人
も
い
た
。
ま
た
、
ス
カ
イ
プ
で
の
会
話
も

経
験
し
た
。
2
日
日
は
自
分
の
目
的
の
コ
ー
ス
に
取

り
組
ん
だ
。
今
回
教
え
て
も
ら
い
ま
し
た
が
、
I
T

の
技
術
革
新
の
早
さ
に
ビ
ッ
ク
リ
致
し
ま
し
た
。

◎
第
3
回
村
山
O
B
会
ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会
開
催

2
月
6
日
午
前
1
0
時
か
ら
、
東
根
市
の
ボ
ウ
ル
モ

は
、
携
帯
電
話
か
ら
ス
マ
ー

ト
ホ
ン
、
更
に
タ
ブ
レ
ッ
ト

端
末
へ
と
変
化
。
今
回
の
教

室
は
、
そ
の
波
に
遅
れ
ま
い

と
、
少
し
背
伸
び
を
し
て
タ

ブ
レ
ッ
ト
端
末
i
P
 
a
d
の

操
作
を
実
施
し
た
。
指
導
は

N
T
T
山
形
・
営
業
担
当
者

1
0
名
と
村
山
の
会
員
で
あ
る

デ
ノ
で
開
催
、
1
9
名
が

参
加
し
た
。
始
め
る
に

あ
た
り
主
催
者
か
ら
ボ

ウ
リ
ン
グ
の
エ
チ
ケ
ッ

ト
等
の
説
明
が
あ
っ
た
。

ス
ト
ラ
イ
ク
や
ス
ペ
ア

が
出
る
と
ハ
イ
タ
ッ
チ

で
歓
迎
し
和
や
か
に
進

ん
だ
。
2
ゲ
ー
ム
終
了
堅
三
協
舟
山
0
8
虫
ボ
ウ
リ
ン
グ
大
金

後
、
マ
ゼ
ラ
ン
の
台
所
で
表
彰
式
と
食
事
会
が
行
わ

れ
た
。
女
子
優
勝
の
早
坂
ヨ
シ
子
さ
ん
は
「
い
ろ
ん

な
大
会
に
参
加
し
て
き
ま
し
た
が
、
優
勝
は
初
め
て

で
す
。
今
年
は
良
い
こ
と
が
多
く
あ
る
、
素
晴
ら
し

い
年
に
な
り
そ
う
で
す
。
」
と
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
男
子
優
勝
の
森
谷
俊
昭
さ
ん
は
「
4
0
年
前
は

バ
カ
に
な
っ
た
ボ
ウ
リ
ン
グ
で
す
が
、
3
回
日
で

や
っ
と
優
勝
で
き
ま
し
た
。
メ
ン
バ
ー
に
恵
ま
れ
ま
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し
た
。
」
と
そ
れ
ぞ
れ
感
想
を
述
べ
た
。

◎
電
友
会
村
山
ク
ラ
ブ
定
期
総
会
開
催

平
成
2
7
年
度
定
期
総
会
は
4
月
2
2
日
、
ク
ア
ハ
ウ

ス
碁
点
で
行
わ
れ
た
。
出
席
者
は
5
8
名
。
秋
の
一
泊

旅
行
は
、
復
興
支
援
を
兼
ね
た
陸
前
高
田
市
の
　
「
奇

跡
の
一
本
松
」
を
中
心
と
す
る
旅
。
ま
た
、
春
の
日

帰
り
の
旅
は
「
羽
州
街
道
を
行
く
」
を
そ
れ
ぞ
れ
承

認
し
た
。
総
会
は
議
長
に
細

矢
清
隆
さ
ん
を
選
出
し
津
田

会
長
が
挨
拶
を
行
っ
た
。
こ

の
後
、
来
賓
者
か
ら
次
の
挨

拶
が
あ
っ
た
。
N
T
T
東
日

本
山
形
支
店
総
務
部
門
長
の

菅
谷
寛
治
氏
は
「
フ
レ
ッ
ツ

光
の
販
売
は
鈍
化
し
て
厳
し

い
状
況
で
す
が
、
他
企
業
と

の
販
売
協
力
、
サ
ー
ビ
ス
の

見
直
し
や
経
費
の
削
減
等
の

切
で
す
。
ま
た
、
薬
を
飲
ん
で
い
な
い
自
慢
の
人
も

安
心
で
き
な
い
の
で
要
注
意
で
す
。
」
と
語
っ
た
。

次
に
退
職
者
の
会
森
谷
事
務
局
長
か
ら
次
の
報
告
が

あ
っ
た
。
①
4
月
入
会
の
新
会
員
8
名
の
氏
名
報
告

が
あ
り
、
6
月
発
行
の
5
9
号
に
自
己
紹
介
を
掲
載
す

る
と
の
報
告
が
あ
っ
た
。
②
4
月
に
行
わ
れ
た
県
議

会
議
員
選
拳
の
推
薦
等
の
経
過
と
結
果
の
報
告
が

あ
っ
た
。
続
い
て
幹
事
の
異
動
に
つ
い
て
提
案
が
な

さ
れ
、
電
友
会
事
務
局
長
に
中
山
正
弘
さ
ん
、
硯
事

務
局
長
の
清
野
和
義
さ
ん
は
幹
事
へ
。
奥
田
邦
書
さ

ん
は
退
任
し
、
後
藤
和
枝
さ
ん
に
交
代
し
た
。
最
後

に
新
会
員
の
紹
介
に
入
り
、
2
6
年
度
に
入
会
し
今
回

出
席
し
た
会
員
の
挨
拶
が
あ
り
、
退
職
し
て
1
年
の

た
。
続
い
て
輪
投
げ
大
会
に
移
り
、
各
テ
ー
ブ
ル
ご

と
で
の
合
計
点
数
で
賞
品
を
貰
う
も
の
で
、
笑
い
が

続
い
て
良
か
っ
た
良
か
っ
た
。

◎
第
1
回
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ
開
催

4
月
1
3
日
天
童
ゴ
ル
フ
c
c
で
行
わ
れ
、
7
名
が

参
加
し
て
森
谷
俊
昭
さ
ん
が
優
勝
に
輝
い
た
。

㊨
酒
田
電
友
会

◎
先
輩
の
み
な
さ
ま
と
の
交
流
会
開
催

酒
田
、
鶴
岡
合
同
で
行
わ
れ
た
平
成
2
6
年
度
の
「
先

輩
の
み
な
さ
ま
と
の
交
流
会
」
は
鶴
岡
電
友
会
が
主

施
策
の
結
果
、

2
6
年
度
は
一
千
億
円
を
越
す
収
益
を

見
込
め
る
ま
で
に
な
り
ま
し
た
。
2
7
年
度
も
安
全
・

安
心
な
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
べ
く
努
力
を
し
て
い
き

ま
す
」
と
語
っ
た
。
続
い
て
電
友
会
霞
城
ク
ラ
ブ
副

会
長
の
鈴
木
秀
敏
氏
は
、
体
の
イ
ラ
ス
ト
を
配
っ
た

後
「
こ
の
イ
ラ
ス
ト
に
、
健
康
診
断
で
指
摘
さ
れ
た

場
所
に
印
を
付
け
て
家
族
と
一
緒
に
健
康
管
理
を
し

て
い
く
こ
と
が
最
も
余
生
を
楽
し
く
過
ご
す
の
に
大

生
活
状
況
や
こ
れ
か
ら
の
希
望

を
語
り
、
総
会
は
無
事
終
了
と

な
り
ま
し
た
。
い
よ
い
よ
楽
し

み
に
し
た
懇
親
会
に
入
り
、
恒

例
と
な
っ
て
い
る
、
N
T
T
村

山
O
B
音
頭
を
全
員
で
合
唱
し

気
分
が
最
高
潮
と
な
っ
た
。
乾

盃
に
移
り
、
花
見
気
分
で
大
い

に
盛
り
上
が
り
、
い
よ
い
よ
芸

能
発
表
と
な
り
、
今
回
は
手
品
、

幹
事
と
な
り
1
2
月
2
日

鶴
岡
の
　
「
東
京
第
一
ホ

テ
ル
鶴
岡
」
　
で
7
6
名
が

参
加
し
て
実
施
さ
れ
ま

した。今
回
は
「
蜂
子
皇
子

と
羽
黒
山
」
と
い
う
テ
ー

マ
で
出
羽
三
山
岳
教
研

手
品
と
い
え
ば
〓
芸
楽
笑
（
穐
乗
数
こ
　
さ
ん
の
出

番
、
大
き
な
ト
ラ
ン
プ
で
の
手
品
、
毎
年
腕
を
上
げ

て
の
披
露
と
な
り
大
き
な
拍
手
、
声
援
が
飛
ん
で
い

究
所
主
幹
の
後
藤
越
司
様
に
講
演
を
い
た
だ
き
ま
し

た。
講
師
は
、
ほ
ら
貝
の
音
を
響
か
せ
な
が
ら
の
入
場

と
な
り
会
場
の
雰
囲
気
を
盛
り
あ
げ
て
く
れ
ま
し
た
。

県
西
部
の
羽
黒
山
は
、
月
山
、
湯
殿
山
と
と
も
に

「
出
羽
三
山
」
と
呼
ば
れ
崇
唆
天
皇
の
第
三
皇
子
で
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あ
る
蜂
子
皇
子
飛
鳥
時
代
の
皇
族
は
京
か
ら
逃
れ
て

き
て
1
4
0
0
年
前
に
羽
黒
山
を
開
山
し
た
と
伝
え

ら
れ
て
い
ま
す
。

そ
の
後
、
羽
黒
山
は
、
修
験
道
の
聖
地
と
し
て
知

ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

蜂
子
皇
子
は
1
2
才
聖
徳
太
子
よ
り
年
上
で
あ
っ
た

よ
う
で
す
。

開
山
に
あ
た
っ
て
の
施
策
は
、
現
在
で
も
通
じ
る

と
こ
ろ
が
多
々
あ
り
ま
す
。

主
な
施
策
と
し
て
は
、
①
新
し
い
セ
ン
ス
で
向
う

能
力
主
義
を
取
り
入
れ
る
。
②
自
分
達
だ
け
の
組
織

づ
く
り
は
や
め
て
他
か
ら
の
考
え
も
取
り
入
れ
る
。

③
若
い
力
、
行
動
力
の
発
想
を
重
ん
じ
る
。
④
江
戸

と
同
様
に
起
動
性
・
現
場
主
義
を
取
り
入
れ
る
。

峰
子
皇
子
は
、
五
穀
の
種
子
を
出
羽
の
国
へ
伝
え

人
々
に
農
耕
を
教
え
て
産
業
を
興
し
ま
し
た
。

ま
た
人
々
の
苦
悩
を
一
身
に
引
き
受
け
て
取
り
除
い

た
面
倒
見
の
良
い
蜂
子
皇
子
は
能
除
仙
（
の
う
じ
ょ

せ
ん
）
　
や
能
除
大
師
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た。
開
祖
蜂
子
皇
子
は
全
国
の
み
な
さ
ん
か
ら
祈
っ
て

い
た
だ
く
た
め
に
御
尊
像
を
公
開
す
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。

そ
の
尊
い
お
姿
を
拝
観
し
て
い
た
だ
き
被
災
者
の

方
の
心
の
平
安
と
被
災
地
の
一
日
も
早
い
復
興
を

願
っ
て
い
ま
す
。

先
人
の
教
え
は
現
代
社
会
に
お
い
て
も
通
じ
る
人

の
動
か
し
方
が
垣
間
見
え
て
き
ま
す
。

特
別
講
話
の
あ
と
は
N
T
T
東
日
本
山
形
支
店
長

の
古
川
直
子
様
を
は
じ
め
と
し
た
N
T
T
幹
部
の
み

な
さ
ま
と
の
懇
親
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

古
川
支
店
長
の
自
己
紹
介

・
7
月
に
山
形
へ
赴
任
。

・
自
分
は
ど
ち
ら
か
と
言
え
ば
寒
が
り
や
。

・
山
形
は
食
物
、
特
に
果
物
、
酒
、
料
理
も
お
い
し

ヽ
■
　
■
⊃‥

自
然
に
恵
ま
れ
空
、
景
色
が
広
い
。

・
山
形
県
人
は
辛
抱
強
い
。

（
い
い
意
味
で
お
せ
っ

かい）事
業
で
は
光
回
線

ケ
ー
ブ
ル
が
東
日
本
で

1
0
0
0
万
回
線
を
越

え
て
西
日
本
と
合
わ
せ

る
と
1
8
0
0
万
回
線

に
な
り
ま
す
。
光
親
善

大
便
に
な
ら
れ
た
み
な

さ
ま
は
地
域
の
リ
ー
ダ
と
し
て
活
躍
し
て
欲
し
い
。

と
の
こ
と
で
し
た
。

懇
親
会
で
は
ご
無
沙
汰
し
て
い
た
方
々
と
の
会
話

も
進
ん
で
元
気
を
も
ら
い
明
日
へ
の
活
力
に
つ
な
が

る
こ
と
と
思
い
ま
す
。

◎
サ
ー
ク
ル
活
動

吊
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ

・
木
曜
ク
ラ
ブ
ノ
ー
ハ
ン
デ
ィ
大
会

月
日
　
2
6
年
1
0
月
2
3
日
　
場
所
　
大
浜
緑
地
公
園

優
勝
　
阿
部
　
信
夫
　
　
準
優
勝
　
白
畑
　
邦
彦

優
勝
者
は
新
進
気
鋭
の
進
出
で
忘
れ
か
け
ら
れ
て

い
た
が
こ
こ
一
番
で
の
実
力
を
発
揮
す
る
サ
ラ
ブ

レ
ッ
ド
は
ま
だ
ま
だ
健
在
で
す
。

・
木
曜
ク
ラ
ブ
納
会

平
成
2
6
年
日
月
1
5
日
「
魚
御
殿
や
ま
も
と
」
で
1
6

名
の
参
加
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

年
間
成
績
発
表
会

年
間
M
V
P
　
　
白
畑
　
邦
彦

年
間
準
M
V
P
　
前
田
　
哲
夫

ホ
ー
ル
イ
ン
ワ
ン
キ
ン
グ
　
（
最
多
）

阿
部
　
信
夫
　
　
高
橋
　
利
子

レ
デ
ィ
ー
ス
賞
　
遠
藤
　
美
也

皆
勤
賞
　
　
　
　
前
田
　
哲
夫
　
　
鹿
間
　
良
之

遠
藤
　
美
也

最
近
若
手
の
有
能
な
選
手
も
順
調
に
の
ぴ
て
き
て

お
り
2
7
年
度
の
プ
レ
ー
が
楽
し
み
で
す
。

㈲
歩
こ
う
会

秋
の
歩
こ
う
会
は
1
0
月
2
7
日
飯
森
山
、
南
州
神
社

か
ら
最
上
川
河
口
ま
で
と
い
う
コ
ー
ス
で
2
3
名
の
参

加
と
な
り
ま
し
た
。

最
初
に
両
州
神
社
で
西
郷
隆
盛
と
庄
内
藩
の
つ
な

が
り
の
講
話
を
頂
き
ま
し
た
。
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そ
し
て
酒
田
市
内
を
一
望
で
き
る
飯
森
山
に
登
り

ま
し
た
。

天
気
は
雨
が
降
っ
て

は
い
ま
せ
ん
で
し
た
が

風
が
強
く
最
上
川
ま
で

歩
く
の
は
中
止
と
し
ま

した。今
ま
で
の
歩
こ
う
会

は
女
性
が
多
か
っ
た
の
で
す
が
今
回
は
男
性
会

員
が
増
え
、
ま
す
ま
す
楽
し
い
会
に
な
り
ま
し
た
。

㈱
囲
碁
愛
好
会

・
N
T
T
・
O
B
囲
碁
愛
好
会
定
例
大
会

月
日
　
2
6
年
1
2
月
2
0
日
　
場
所
　
N
T
T
サ
ロ
ン

優
勝
　
掘
　
　
征
輝
　
　
準
優
勝
　
鈴
木
　
光
祐

「
優
勝
者
は
敵
の
急
所
は
我
が
急
所
」
を
心
得
て

いる。・
N
T
T
・
O
B
囲
碁
愛
好
会
　
鈴
木
光
祐
杯

月
日
　
2
7
年
5
月
9
日
　
場
所
　
N
T
T
サ
ロ
ン

優
勝
　
鈴
木
　
光
祐
　
　
準
優
勝
　
米
村
　
久
一

優
勝
者
は
普
段
は
気
さ
く
な
人
だ
が
大
会
に
な
れ

ば
勝
負
師
の
目
に
変
わ
る
。
勝
負
の
厳
し
さ
を
教
え

て
く
れ
ま
す
。

㊨
電
衰
会
お
い
た
ま

◎
平
成
㌘
年
度
総
会
開
催

5
月
8
日
赤
湯
温
泉
「
御
殿
守
」
　
に
お
い
て
、
電

友
会
東
北
・
山
形
鈴
木
支
部
長
、
N
T
T
東
日
本
－

東
北
古
川
山
形
支
店
長
、
N
T
T
東
日
本
－
東
北
山

形
支
店
設
備
サ
ー
ビ
ス
米
沢
嶋
崎
担
当
課
長
、
N
T

T
労
組
山
形
県
グ
ル
ー
プ
協
議
会
桑
原
米
沢
部
会
長

を
ご
来
賓
と
し
て
お
迎
え
し
、
平
成
2
7
年
度
定
期
総

会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

今
井
事
務
局
長
の
司
会
進
行
に
よ
り
、
五
十
嵐
会
長

挨
拶
の
あ
と
、
電
友
会
東
北
・
山
形
鈴
木
支
部
長
、
N

T
T
東
日
本
－
東
北
山
形
支
店
設
備
サ
ー
ビ
ス
米
沢
嶋

崎
担
当
課
長
よ
り
ご
挨
拶
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

電
友
会
東
北
・
山
形
鈴
木
支
部
長
か
ら
は
、
電
友
会

の
課
題
と
し
て
会
員
の
高
齢
化
等
に
よ
り
会
員
数
の
減

少
が
続
い
て
お
り
、
何
と
か
歯
止
め
を
か
け
た
い
の
で

会
員
の
拡
大
、
サ
ー
ク
ル
活
動
へ
の
参
加
率
ア
ッ
プ
を

お
願
い
し
た
い
と
の
お
話
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
後
、

座
長
に
長
谷
川
正
氏
を
選
出
し
、
議
事
に
入
り
ま
し
た
。

今
井
事
務
局
長
よ
り
、
平
成
加
年
度
事
業
報
告
、
遠

藤
会
計
担
当
か
ら
決
算
報
告
、
皆
川
監
事
か
ら
監
査
報

告
を
受
け
た
後
、
討
論
に
入
り
ま
し
た
が
、
や
は
り
、

会
員
数
の
減
少
に
伴
う
会
員
拡
大
に
関
し
て
の
関
心
が

高
く
、
サ
ー
ク
ル
活
動
・
各
種
会
合
等
へ
の
参
加
率
ア
ッ

プ
、
会
員
拡
大
を
ど
う
し
て
い
く
か
等
に
つ
い
て
、
電

友
会
東
北
・
山
形
鈴
木
支
部
長
か
ら
の
山
形
・
霞
城
ク

ラ
ブ
で
の
サ
ー
ク
ル
活
動
・
会
員
拡
大
事
例
の
ご
紹
介

等
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、
熱
心
に
議
論
が
交
わ
さ
れ
ま

し
た
が
、
㌘
年
度
事
業
計
画
に
お
い
て
具
体
的
に
議
論

し
て
い
く
こ
と
で
了
承
さ
れ
ま
し
た
。

続
い
て
五
十
嵐
会
長
か
ら
平
成
2
7
年
度
事
業
計
画
、

遠
藤
会
計
担
当
か
ら
予
算
（
案
）
　
を
提
案
し
、
会
員

拡
大
に
つ
い
て
は
サ
ー
ク
ル
活
動
へ
の
参
加
者
増
が

不
可
欠
で
あ
り
、
新
サ
ー
ク
ル
の
創
出
も
含
め
て
、

会
員
同
志
の
声
が
け
に
よ
る
サ
ー
ク
ル
活
動
へ
の
参

加
者
拡
大
等
を
図
っ
て
い
く
こ
と
で
役
員
一
任
と
な

り
、
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

総
会
終
了
後
は
、
赤
湯
温
泉
の
お
風
呂
を
堪
能
し

た
後
、
N
T
T
東
日
本
－
東
北
古
川
山
形
支
店
長
か

ら
N
T
T
の
現
状
も
交
え
な
が
ら
ご
挨
拶
を
い
た
だ

き
、
今
井
事
務
局
長
の
乾
杯
の
音
頭
で
懇
親
会
を
開

催
し
、
ご
来
賓
の
方
々
共
々
・
先
輩
・
同
僚
の
皆
様

と
親
交
を
深
め
合
い
、
こ
れ
か
ら
の
組
織
の
拡
大
・

発
展
と
参
加
さ
れ
た
方
々
の
健
康
を
祈
念
し
合
い
、

盛
会
の
う
ち
に
終
了
し
ま
し
た
。

◎
サ
ー
ク
ル
活
動

用
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
愛
好
会

平
成
2
6
年
度
（
下
期
）
　
の
活
動
状
況

①
1
0
月
大
会
　
1
0
月
1
7
日
（
参
加
者
1
6
名
）

男
子
優
勝
遠
藤
安
昭
　
準
優
勝
山
口
昌
美

女
子
優
勝
織
田
理
子
　
準
優
勝
森
　
和
子

②
日
月
大
会
　
日
月
8
日
　
（
参
加
者
1
4
名
）

男
子
優
勝
遠
藤
安
昭
　
準
優
勝
井
上
　
忠

女
子
優
勝
小
野
久
子
　
準
優
勝
勧
重
美
智
子
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③
忘
年
会
（
出
席
者
2
0
名
）

1
2
月
1
2
日
の
忘
年
会
で
は
年
間
賞
の
表
彰
も
行
い
、

来
年
度
も
健
康
に
気
を
つ
け
元
気
で
楽
し
く
パ
ー
ク

ゴ
ル
フ
を
続
け
て
行
く
こ
と
を
確
認
し
あ
い
ま
し
た
。

年
間
賞

男
子
一
位
遠
藤
安
昭
　
二
位
本
田
書
庫

女
子
一
位
織
田
理
子
　
二
位
鋤
重
美
智
子

㈲
I
T
サ
ー
ク
ル
　
　
　
■
ノ

2
6
年
5
月
3
1
日
総
会
を
行
い
、
議
案
は
承
認
さ
れ

活
動
を
開
始
し
ま
し
た
。
6
月
よ
り
実
活
動
を
開
始

し
ま
し
た
。
9
月
に
は
、
各
個
人
の
旅
行
の
思
い
出

ア
ル
バ
ム
作
り
、
日
月
に
は
、
年
賀
状
の
作
成
の
環

境
作
り
と
作
成
・
印
刷
を
行
い
、
ま
た
、
退
職
者
の

会
の
日
帰
り
レ
ク
に
同
行
し
て
記
念
写
真
撮
影
に
協

力
し
ま
し
た
。
1
2
月
に
は
恒
例
と
な
り
ま
し
た
、
携

帯
電
話
教
室
を
ド
コ
モ
春
日
店
の
協
力
を
得
て
、
開

き
1
2
名
の
参
加
者
が
あ
り
、
料
金
改
定
に
つ
い
て
の

説
明
や
、
災
害
伝
用
伝
言
の
活
用
方
法
の
勉
強
等
を

実
施
し
ま
し
た
。
教
室
終
了
後
は
、
美
味
し
い
お
に

ぎ
り
を
食
べ
な
が
ら
の
反
省
会
を
兼
ね
た
懇
親
会
を

実
施
し
ま
し
た
。
次
回
は
、
ガ
ラ
系
の
勉
強
会
を
計

画
し
て
い
ま
す
。
2
7
年
2
月
1
0
日
と
1
2
日
の
米
沢
雪

燈
篭
祭
り
の
燈
篭
作
成
時
の
写
真
撮
影
に
当
た
り
ま

し
た
。
4
月
に
は
、
上
杉
祭
り
前
の
河
川
敷
清
掃
の
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
写
真
撮
影
に
も
当
た
り
ま
し
た
。

◎
上
杉
雪
灯
篭
ま
つ
り
に
参
加

2
月
1
4
日
か
ら
2
月
1
5
日
ま
で
の
2
日
間
開
催
さ

れ
る
「
上
杉
雪
灯
篭
ま
つ
り
」
の
雪
灯
篭
制
作
に
電

友
会
お
い
た
ま
・
退
職
者
会
の
多
数
の
会
員
の
協
力

を
得
て
2
日
間
参
加
し
ま
し
た
。
今
年
は
第
3
8
回
と

回
を
重
ね
桧
ケ
岬
公
園
〓
帝
を
主
会
場
に
雪
灯
篭
約

3
0
0
基
、
雪
ぼ
ん
ぼ
り
（
雪
洞
）
約
1
0
0
0
個

が
作
ら
れ
、
燭
が
灯
さ
れ
ま
す
。
や
わ
ら
か
な
灯
り

が
揺
ら
ぐ
情
景
に
は
温
も
り
と
美
し
さ
が
あ
り
、
幻

想
の
詩
情
を
添
え
て
人
々
を
メ
ル
ヘ
ン
の
世
界
へ
と

誘
い
ま
す
。
ま
た
会
場
外
で
も
商
店
街
や
各
家
庭
で

も
思
い
思
い
の
雪
灯
篭
・
雪
ぼ
ん
ぼ
り
が
作
ら
れ
、

町
全
体
を
明
る
く
照
ら
し
出
し
ま
す
。
鎮
魂
の
丘
で

は
、
巨
大
な
雪
で
作
ら
れ
た
「
鎮
魂
の
塔
」
が
建
ち

戦
争
で
故
郷
の
白
い
雪
に
思
い
を
残
し
て
散
っ
た
郷

土
の
英
霊
の
た
め
の
『
鎮
魂
祭
』
が
行
わ
れ
献
灯
さ

れ
ま
す
。
会
場
内
で
は
各
種
イ
ベ
ン
ト
等
フ
ォ
ト
コ

ン
テ
ス
ト
、
テ
ン
ト
村
物
産
店
で
は
、
米
沢
ラ
ー
メ

ン
、
米
沢
牛
、
清
酒
等
米
沢
の
名
物
が
用
意
さ
れ
て
お

り
ま
す
。
是
非
米
沢
の
冬
の
お
祭
り
へ
お
い
で
下
さ
い
。

◎
松
川
河
川
敷
公
園
清
掃
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

4
月
訪
日
午
前
1
0
時
か
ら
電
友
会
お
い
た
ま
と
退

職
者
の
会
共
催
に
よ
り
2
1
名
の
参
加
を
得
て
、
今
年
も

松
川
河
川
敷
東
面
の
清
掃
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
行
っ

た
。
当
松
川
河
川
敷
公
園
は
、
毎
年
5
月
3
日
に
行
わ

れ
る
「
上
杉
ま
つ
り
（
4
月
か
日
か
ら
5
月
3
日
迄
）
」

の
最
大
の
イ
ベ
ン
ト
で
あ
る
『
川
中
島
合
戦
』
会
場
と

な
る
事
か
ら
、
県
内
外
か
ら
の
観
光
客
の
皆
様
に
気
持

ち
良
く
観
戦
し
て
い
た
だ
く
よ
う
入
念
に
清
掃
奉
仕
活

動
を
毎
年
実
施
し
て
お
り
ま
す
。
今
年
の
観
光
客
は
期

間
中
延
べ
　
「
3
0
万
余
人
」
の
人
出
の
盛
況
と
な
り
ま
し

た
。
ぜ
ひ
電
友
会
の
皆
様
も
「
上
杉
の
里
よ
ね
ざ
わ
」

へ
春
の
ま
つ
り
へ
ど
う
ぞ
お
い
で
下
さ
い
。

⑳
電
衣
食
長
井

◎
2
7
年
度
定
期
総
会
開
催

電
友
会
長
井
が
発
足
し
て
6
年
日
に
入
り
ま
し
た
。

2
7
年
度
の
総
会
は
4
月
2
1
日
に
飯
豊
町
の
「
し
ら

さ
ぎ
荘
」
　
で
行
い
お
忙
し
い
中
N
T
T
東
日
本
古
川

山
形
支
店
長
を
お
迎
え
し
、
会
員
3
8
名
中
2
7
名
の
出

席
の
も
と
、
議
長
に
佐
藤
政
美
君
を
選
出
し
、
会
長

挨
拶
か
ら
始
ま
り
、
2
6
年
度
の
事
業
報
告
、
今
年
度

の
活
動
計
画
、
収
支
予
算
案
ま
で
、
審
議
の
結
果
原

案
ど
お
り
決
定
い
た
し
ま
し
た
。

議
案
書
は
、
会
員
の
拡
大
に
つ
い
て
は
、
電
友
会

の
活
動
の
楽
し
さ
等
を
、
退
職
者
に
直
接
説
明
し
、

1
人
で
も
多
く
加
入
し
て
い
た
だ
く
様
努
力
し
ま
す
。

又
、
各
サ
ー
ク
ル
よ
り
活
動
計
画
が
出
さ
れ
て
お
り

各
人
の
行
動
計
画
を
調
整
し
、
出
来
る
だ
け
多
く
参

加
し
て
頂
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
I
T
サ
ー
ク
ル
に

っ
い
て
は
、
初
年
度
で
も
あ
り
、
ま
た
環
境
の
整
備

も
な
く
、
活
動
計
画
倒
れ
の
感
が
あ
り
ま
し
た
。
今
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年
度
は
、
会
報
の
発
行
な
ど
を
と
お
し
て
パ
ソ
コ
ン

に
馴
染
む
よ
う
に
し
ま
す
。
今
年
度
の
総
会
会
場
に
、

女
性
の
会
か
ら
、
ポ
ー
セ
ラ
ー
ツ
、
蓮
の
花
が
ら
で

作
っ
た
花
等
が
展
示
さ
れ
、
会
員
の
目
を
引
き
付
け

ま
し
た
。
女
性
の
会
（
趣
味
の
会
）
を
発
足
し
た
い

と
の
提
案
が
あ
り
、
準
備
に
入
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

電
友
会
長
井
は
、
発
足
し
て
間
も
な
い
若
い
会
で

す
の
で
、
今
後
共
支
部
等
の
御
指
導
宜
し
く
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

◎
サ
ー
ク
ル
活
動

囲
I
T
サ
ー
ク
ル

2
6
年
度
に
、
支
部
の
努
力
で
長
井
に
2
台
の
パ
ソ

コ
ン
を
準
備
し
て
頂
き
ま
し
た
の
で
、
早
速
サ
ー
ク

ル
を
立
ち
上
げ
ま
し
た
。

2
6
年
度
は
、
初
年
度
で
も
あ
り
パ
ソ
コ
ン
教
室
の

開
催
等
計
画
し
ま
し
た
が
、
教
室
の
場
所
等
の
準
備

都
合
も
あ
り
計
画
倒
れ
の
感
が
あ
り
ま
し
た
。

今
年
度
は
会
報
の
発
行
を
年
2
回
計
画
し
準
備
し

て
お
り
会
報
作
成
を
通
し
て
パ
ソ
コ
ン
技
術
を
向
上

さ
せ
遠
く
に
居
る
子
供
、
孫
と
の
情
報
交
換
を
出
来

る
様
に
指
導
し
て
行
き
た
い
。

㈲
歩
こ
う
会

歩
こ
う
会
は
6
年
日
を
迎
え
、
益
々
活
発
に
活
動

し
て
お
り
ま
す
。
今
年
度
も
前
年
に
引
き
続
き
、
年

4
回
の
日
帰
り
で
の
散
策
な
ど
の
計
画
を
立
て
て
お

り
ま
す
。

今
年
度
の
第
1
回
目
の
活
動
は
5
月
2
1
日
、
杉
の

町
、
金
山
町
へ
行
き
、
町
の
案
内
人
と
一
緒
に
、
歴

史
の
面
影
を
残
す
と
て
も
美
し
い
街
並
み
を
、
1
時

間
程
散
策
し
て
き
ま
し
た
。
五
月
晴
れ
と
は
い
え
ま

せ
ん
で
し
た
が
、
爽
や
か
な
1
日
で
し
た
。
今
後
も
、

6
月
に
天
童
、
7
月
に
月
山
、
9
月
に
は
裏
磐
梯
を

計
画
し
て
お
り
ま
す
。
健
康
の
た
め
、
歩
数
に
し
て

1
0
0
0
0
歩
程
度
を
目
標
に
頑
張
り
ま
す
。
多
数

の
参
加
を
期
待
し
て
お
り
ま
す
。

㈱
グ
ラ
ウ
ン
ド
（
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
）
愛
好
会

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
愛
好
会
は
、
電
友
会
長
井
と

同
時
に
発
足
し
、
そ
の
間
、
支
部
の
大
会
に
は
毎
回

参
加
し
、
団
体
で
は
い
ま
い
ち
で
す
が
、
個
人
で
優

勝
す
る
等
、
日
頃
の
練
習
の
成
果
が
出
始
め
て
お
り

ま
す
。今

年
度
も
月
に
2
回
の
練
習
日
を
決
め
、
グ
ラ
ウ

ン
ド
ゴ
ル
フ
、
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
を
交
互
に
練
習
す
る

事
に
し
ま
し
た
。
練
習
に
参
加
す
る
人
は
、
毎
回
1
0

名
以
下
で
す
が
、
緑
の
芝
を
踏
み
歩
く
事
で
、
体
の

老
化
防
止
と
、
健
康
増
進
に
な
り
、
大
変
楽
し
く
や
っ

て
お
り
ま
す
。
休
憩
中
に
は
、
今
日
こ
な
か
っ
た
人

の
体
調
の
話
な
ど
色
々
な
情
報
交
換
の
場
と
も
な
っ

て
い
ま
す
。

今
年
は
と
く
に
大
会
で
の
成
績
は
気
に
せ
ず
練
習

に
1
人
で
も
多
く
参
加
す
る
事
を
目
標
に
頑
張
り
ま

す。


